
条例の構成と条例制定作業部会での議論

公 布 文 第２回　条例の目的と理念

条 例 番 号 第３回　条例制定に向けた論点整理

題 名 第４回　相互理解、権利擁護

目 次 第５回　生活環境、雇用・就労

前 文 第６回　保健・医療、保育・教育、芸術文化・スポーツ

本 則 第７回　生活支援

１　総則的規定

(1)　目的規定 第８・９回　答申案のとりまとめ

(2)　定義規定

(3)　理念規定

２　実体規定

３　雑則規定

４　罰則規定

条例の構成 条例制定作業部会

附 則

１　施行期日

２　経過規定

≪条例の構成要素を議論するポイント≫

題　　名：その条例の固有名であり、内容を適切かつ簡潔に表現し、しかも他の題名と紛ら

　　　　　わしくないものとする。

前　　文：条例制定の由来や目的、条例の基本理念などを述べた文章とする。（前文を置く

　　　　　意味は、条例制定の由来・背景を明らかにし、その心構えや決意を宣言すること

　　　　　にある。）

目的規定：条例の立法目的を明らかにする。

定義規定：条例中に用いられる用語の意義をあらかじめ定めて、解釈上の疑義をなくす。

理念規定：条例の根本的な基準を定める。

実体規定：条例の目的に従って、今後進めていく政策を定める。

罰則規定：義務の履行を確保するため、条例上の義務違反があった場合に、違反者に対して

　　　　　罰が科せられることを定める。


